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研究タイトル 埼玉県和光市における医療体制の現状とその要因 

要旨 本研究の対象地域である埼玉県和光市は、都心へのアクセスの良さから近年人口増加傾向にあり、医療や介護の需

要が高まる中、より円滑な医療体制が求められている。しかし、市内の住宅地の中には診療所がない地域が見られ

るなど市民に医療サービスが平等に還元されていないという課題があり、本研究では市内の医療体制の現状と要因

を明らかにすることを目的とした。そこで県や市・医師会などの資料、また市内の医療機関の分布を地図化、さら

に交通利便性や周辺競合など複数の視点から分析を行うとともにフィールドワーク調査を実施し個別の事例につい

ても詳細な調査を実施した。その結果として、和光市では医療機関の立地・診療科目・診療日の偏在性が非常に高

く、住民間での医療アクセスの格差があることが分かった。それにより、県外に患者が流出するなど医療の地域内

での完結が難しい現状にあることが明らかになった。 

 


